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福島原発事故後、これからの地域再生について共に考え、連携と

交流を深めてきた二本松有機農業研究会より、かねてから、ドイ

ツの自然エネルギーの現場視察が熱望されていました。その願い

を受けて、2014 年 2 月 2 日～ 8 日にかけて「ドイツのエネルギー

転換と有機農業」スタディツアーを開催。BMW 技術協会と APLA

の共同呼びかけにより、愛媛大学の村田武先生の案内でバイエル

ン州のエネルギー協同組合及びバーデン・ヴュルテンベルク州の

養豚生産者共同体を訪問しました。バイオガス発電を実践する農

家や協同組合を訪問し、農村の地域活性化の要素として再生可能

エネルギーが持つ意味や、地域で協働して取り組む仕組みや精神

など、学び多きツアーとなりました。

「ドイツのエネルギー転換と有機農業」スタディツアー

バイオマス発電施設を見学

緊急救援事業として始まったバナナ募金ですが、バランゴンバナナを届けるだけではなく、送り先保育園・幼稚園と顔の見

える関係を構築することに力をいれてきました。その一環として、聖セシリア女子短期大学の先生と学生さんの協力のもと、

2013 年 10 月、福島市にある福島こひつじ幼稚園と教育センターでバナナのワークショップを実施しました。子どもたち

だけではなく、先生も楽しみながら、バナナや生産者について学ぶことができました。

2013 年 9 月には、来日していたバランゴンバナナ生産者たちと一緒に、2012 年度にバナナのワークショップを実施した

原町聖愛保育園を訪問しました。園児にとっては初めて出会うフィリピン人で、いつも食べているバナナをつくっている人。

生産者たちにとっては、自分の栽培しているバナナを食べてくれている子どもたち。互いに歌や踊りの交流をした後、一緒

にご飯を食べ、有意義な時間を過ごすことができました。おやつには来日している生産者の地域から届いたバナナも登場し、

「美味しい！」といった声がたくさん響いていました。来年度も、バナナのワークショップや生産者との交流などを通した、

施設との関わりを継続していきます。

バナナ募金の送り先保育園との交流

バナナ生産者と交流する子どもたち

毎月一回、代々木公園で開催されている東京朝市・アースデイマーケットに 2013 年 5 月から出店しはじめました。生産者

と消費者が顔をあわせて対話しながら、モノの売り買いができるこのマーケットで、これまで民衆交易や APLA のことを知

らなかった人たちに向けて、民衆交易のストーリーやそれぞれの品物の魅力を伝えながら、新しいつながりを少しずつつく

ることができています。

アースデイマーケット
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<組織体制 >
理 事 ：秋山眞兄 ( 共同代表 )　疋田美津子 ( 共同代表 )　吉澤真満子 ( 事務局長 )

　　　　　　　　　 市橋秀夫　上田誠　大野和興　鹿毛優子　廣瀬康代　堀芳枝（以上 9 名）

監 事 ：近藤康男

評 議 員   ： 安藤丈将　奥万里子　出口雅子　橋本順子　弘田しずえ　前島宗甫　幕田恵美子　

　　　　　　　　　 箕曲在弘　持井啓吾　（以上 9 名）

名 誉 顧 問 ：前島宗甫

事 務 局 員 ：吉澤真満子 ( 事務局長 )　野川未央 ( 専従 )　赤石優衣（専従）　大久保ふみ（アルバイト）

　　　　　　　　　 大橋成子 ( 非専従 )　

現地担当デスク ：津留歴子 ( インドネシア )

<総会・理事会・評議員会>
総 会 : 第 5 回総会 (2013 年 5 月 18 日 )

理 事 会 : 第 17 回 (2013 年 9 月 7 日 )　第 18 回 (2014 年 4 月 12 日 )

評 議 員 会 : 第 11 回 (2013 年 9 月 7 日 )　第 12 回 (2014 年 2 月 15 日 ) 　第 13 回 (2014 年 4 月 12 日 )

<2013 年度の賛同・協賛>

・5 月 29 日 PreTICAD 国際シンポ＆市民社会ラウンドテーブル

・オスプレイ NO!「普天間基地即時閉鎖、辺野古やめろ、海兵隊いらない」沖縄第 4 期意見広告を！

・モザンビーク・プロサバンナ事業に関する国際共同声明

・日印原子力協力協定に向けた交渉停止を求める要望書

・TPP 交渉に関する市民参加の説明会開催ならびにパブリック・コメント実施の要請

・友産友消 1 万人チャレンジ（呼びかけ団体）

・日本ブラジル原子力協定反対の団体署名

・【緊急署名】これ以上、海を汚さないでください、政府は汚染水を止めることに集中してください、規制委・規制庁は、　

　原発の再稼働審査を中断し、汚染水対策を優先してください

・日本・ブラジル・モザンビーク政府の大規模農業開発事業「ProSAVANA-JBM」に関する緊急声明～事業の早急なる中断と

　抜本的な見直しの要請～

・秘密保護法案に関する NGO の要請への賛同のお願い

・「トルコへの原発輸出に道開く原子力協定に反対を！」

・エシカルケータイキャンペーン

・TPP に関する情報公開とパブリックコメントおよび 市民向けの説明会の開催を求める政府への要請

< 会員数報告 >　2014 年 3 月 31 日時点

個人 団体 合計

正会員 129 37 166

賛助会員 115 14 129

合計 244 51 295

<他団体とのネットワーク>

2011 年 3 月の東日本大震災以降、他団体とのネットワーク活動を進めています。
・三春花見東京実行委員会：アジア太平洋資料センター（PARC）、日本国際ボランティアセンター（JVC）、福島「農と食」再生ネット

・エネルギー勉強会：アジア太平洋資料センター（PARC）、アーユス仏教国際協力ネットワーク、開発教育協議会（DEAR）、   

   日本国際ボランティアセンター（JVC）、メコン・ウォッチ

・ATJ、アーユス仏教国際協力ネットワーク、日本イラク医療支援ネットワーク（JIM-NET）とともに、福島を応援する活動

を継続中。2013 年度は「カカオクッキー Wa」の商品開発まで実現しました。定期的に会合も開き、福島での活動状況な

どの情報共有をしています。
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